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細胞内大規模分解系のオートファジーにおいて、細胞質成分はオートファゴ
ソームによって隔離される。リソソームは形成途中の膜ではなく、完成したオー
トファゴソームにのみ融合する。オートファゴソームとリソソームの融合に必要な
SNAREタンパク質のsyntaxin17（STX17）が完成したオートファゴソームにの
み局在することで、この融合は厳密に制御される。しかし、STX17が成熟した
オートファゴソームをどのように認識するかについては不明である。本研究から、
STX17のオートファゴソームへの局在は、C末端領域の正電荷アミノ酸とオート
ファゴソーム膜の負電荷との静電的な相互作用により制御されることが示唆さ 

れた。さらに、成熟過程においてオートファゴソーム膜の負電荷量が形成途中よりも増加し、この負電荷
はホスファチジルイノシトール4-リン酸の濃縮により増加することを明らかにした。負電荷量の増加を抑
制すると、STX17のオートファゴソームへの局在効率が有意に減少し、細胞はオートファジー不全であ
ることがわかった。以上の結果から、オートファゴソームは負電荷量を増加させることで、リソソームと融
合可能な膜へと成熟すると考えられる。 


